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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の、画素電極と共通電極との間に挟持される液晶セルがマトリクス状に配置された
液晶表示装置であって、
　前記画素電極にスイッチ手段を介してデータ信号を供給する信号側駆動手段と、
　前記スイッチ手段に前記スイッチ手段のオン・オフを制御するためのゲート信号を供給
する走査側駆動手段と、
　前記共通電極に共通電圧を供給する共通側駆動手段と、
　前記信号側駆動手段、前記走査側駆動手段、および前記共通側駆動手段に動作用の電圧
をそれぞれ供給する電源部と、
を備え、
　前記電源部からは、書き込み電圧が前記信号側駆動手段に供給され、駆動電圧が前記走
査側駆動手段に供給され、共通信号電圧が前記共通側駆動手段に供給され、
　前記走査側駆動手段には、全ての前記スイッチ手段をオフするための書き込み禁止信号
が供給され、
　前記書き込み電圧の供給、前記スイッチ手段をオフするための前記駆動電圧の供給、お
よび前記共通信号電圧の供給は、前記書き込み禁止信号が供給された後に停止され、
　前記スイッチ手段は、前記書き込み電圧、および前記共通信号電圧が所定のレベルに立
ち下がるまではオフであるように保持される、ことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
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　前記書き込み禁止信号の供給は、液晶印加電圧が最も低い前記データ信号による書き込
みが全ての前記液晶セルに対して行われた後に行われる、ことを特徴とする請求項１に記
載の液晶表示装置。
【請求項３】
　前記スイッチ手段をオフするための前記駆動電圧の供給は、前記書き込み電圧、および
前記共通信号電圧が所定のレベルに立ち下がった後に停止される、ことを特徴とする請求
項１または２に記載の液晶表示装置。
【請求項４】
　前記スイッチ手段をオフするための前記駆動電圧の供給が行われる経路と、定電位点と
、の間には、コンデンサが接続され、
　前記スイッチ手段をオフするための前記駆動電圧は、前記コンデンサを利用して漸減さ
れる、ことを特徴とする請求項１乃至３のいずれかに記載の液晶表示装置。
【請求項５】
　前記書き込み電圧の供給が行われる第一の経路と、前記共通信号電圧の供給が行われる
第二の経路と、には、放電手段がそれぞれ設けられ、
　前記第一の経路の残存電位、および前記第二の経路の残存電位は、前記書き込み電圧の
供給、前記スイッチ手段をオフするための前記駆動電圧の供給、および前記共通信号電圧
の供給が停止される際に、前記放電手段を駆動することによって強制的に放電される、こ
とを特徴とする請求項１乃至４のいずれかに記載の液晶表示装置。
【請求項６】
　前記書き込み電圧の供給が行われる第一の経路と、前記共通信号電圧の供給が行われる
第二の経路と、の間には、接続手段が設けられ、
　前記第一の経路と前記第二の経路との間の電位は、前記書き込み電圧の供給、前記スイ
ッチ手段をオフするための前記駆動電圧の供給、および前記共通信号電圧の供給が停止さ
れる際に、前記接続手段を駆動することによって同電位とされる、ことを特徴とする請求
項１乃至４のいずれかに記載の液晶表示装置。
【請求項７】
　複数の、画素電極と共通電極との間に挟持される液晶セルがマトリクス状に配置された
液晶表示装置の電圧供給停止方法であって、
　前記液晶表示装置は、前記画素電極にスイッチ手段を介してデータ信号を供給する信号
側駆動手段と、前記スイッチ手段に前記スイッチ手段のオン・オフを制御するためのゲー
ト信号を供給する走査側駆動手段と、前記共通電極に共通電圧を供給する共通側駆動手段
と、前記信号側駆動手段、前記走査側駆動手段、および前記共通側駆動手段に動作用の電
圧をそれぞれ供給する電源部と、を備え、
　前記電源部から、書き込み電圧を前記信号側駆動手段に供給し、駆動電圧を前記走査側
駆動手段に供給し、共通信号電圧を前記共通側駆動手段に供給し、
　前記走査側駆動手段に、全ての前記スイッチ手段をオフするための書き込み禁止信号を
供給し、
　前記書き込み電圧の供給、前記スイッチ手段をオフするための前記駆動電圧の供給、お
よび前記共通信号電圧の供給を、前記書き込み禁止信号を供給した後に停止し、
　前記スイッチ手段を、前記書き込み電圧、および前記共通信号電圧が所定のレベルに立
ち下がるまではオフであるように保持する、ことを特徴とする液晶表示装置の電圧供給停
止方法。
【請求項８】
　前記書き込み禁止信号の供給を、液晶印加電圧が最も低い前記データ信号による書き込
みを全ての前記液晶セルに対して行った後に行う、ことを特徴とする請求項７に記載の液
晶表示装置の電圧供給停止方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
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　本発明は、液晶表示装置、および液晶表示装置の電圧供給停止方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】
現在、液晶表示装置は、その表示特性の向上や、薄型軽量の特徴により、パーソナルコン
ピュータ、モニター、携帯端末など表示用ディスプレイとして、幅広く利用されている。
【０００３】
その中でも、ＴＦＴを使ったアクティブマトリクス方式のツイスト・ネマティック（ＴＮ
）液晶表示装置（ＴＦＴ／ＬＣＤ）は、表示特性に優れ、低価格化も相まって、液晶表示
装置の主流となっている。なお、携帯端末など小型ディスプレイでは、単純マトリクス方
式スーパーツイスト・ネマティック液晶表示装置（ＳＴＮ／ＬＣＤ）が省電力、低コスト
の優位性により多く使われているが、近年小型ディスプレイも高画質が求められる傾向に
あり、表示品位に優れるＴＦＴ／ＬＣＤが使われ始めている。
【０００４】
ここで、従来のＴＦＴ／ＬＣＤを利用するアクティブマトリクス型液晶表示装置の構成と
動作について、共通電極反転駆動を例に、図１６を参照しながら説明する。なお、図１６
は、従来のアクティブマトリクス型液晶表示装置のブロック図である。
【０００５】
図１６に示すように、液晶パネルには、走査電極の数をｊとすると、Ｙ１ラインの走査電
極１０１、・・・Ｙｊラインの走査電極１０２が形成される。信号電極の数をｉとすると
、Ｘ１ラインの信号電極１１１、・・・Ｘｉラインの信号電極１１２が形成される。また
、共通電極として１６１が形成される。そして、格子状に形成された走査電極及び信号電
極の交差部に、スイッチング素子として薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）が設けられている。
【０００６】
Ｘｍライン（１≦ｍ≦ｉ）とＹｎライン（１≦ｎ≦ｊ）との交差部の画素をＰｍｎと呼ぶ
と、画素Ｐ１１はＴＦＴ１２０、液晶セル１２１、蓄積容量１２２を有している。画素Ｐ
１ｊはＴＦＴ１３０、液晶セル１３１、蓄積容量１３２を有している。画素Ｐｉ１はＴＦ
Ｔ１４０、液晶セル１４１、蓄積容量１４２を有している。画素ＰｉｊはＴＦＴ１５０、
液晶セル１５１、蓄積容量１５２を有している。
【０００７】
例えば画素Ｐ１１では、ＴＦＴ１２０のドレイン（Ｄ）は、画素電極と蓄積容量１２２の
一端に接続され、画素電極を介して液晶セル１２１の片面にデータ信号を与える。そして
液晶セル１２１の他面は、共通電極１６１に当接し、蓄積容量１２２の他端は、共通電極
１６１に接続されている。このような接続関係は、画素Ｐ１ｊ、画素Ｐｉ１、画素Ｐｉｊ
などにおいても同様である。
【０００８】
　走査側駆動手段１００は、走査電極１０１・・・１０２を介してゲート信号を順次に出
力し、同一Ｙラインに位置する全てのＴＦＴのゲート（Ｇ）にオン電圧（選択信号）又は
オフ電圧（非選択信号）を与える回路である。信号側駆動手段１１０は、信号電極１１１
・・・１１２を介してデータ信号を出力し、前述のようにして選択されたＹラインに位置
する全てのＴＦＴのソース（Ｓ）にデータ信号を与える回路である。共通側駆動手段１６
０は、共通電極１６１に対して共通信号を出力する回路である。
【０００９】
つぎに、従来のアクティブマトリクス型液晶表示装置の対向電極反転駆動時における信号
出力タイミングについて、図１７（ａ）～（ｆ）を参照しながら説明する。
【００１０】
なお、図１７（ａ）は、水平同期信号２００を示し、フレーム毎に走査電極数ｊに相当す
る数のパルスが１Ｈ周期（１水平周期）で出力される。図１７（ｂ）は、信号側駆動手段
１１０から出力されるデータ信号電圧波形２１０を示し、データ信号基準電位２１１を中
心にＨレベル側又はＬレベル側に、極性が１Ｈ周期で反転する。ここでは電圧無印加状態
で白となる（ノーマリーホワイト）液晶パネル全面に同輝度表示（黒表示）する場合の電
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圧波形を示す。図１７（ｃ）は、共通側駆動手段１６０から出力される共通信号電圧波形
２２０であり、共通信号基準電位２２１を中心にデータ信号電圧の極性と逆になるような
Ｈレベル側又はＬレベル側に、極性が１Ｈ周期で反転する。　図１７（ｄ）は、垂直同期
信号２３０を示し、１フレーム周期で出力される。図１７（ｅ）は、画素Ｐｍ１の液晶セ
ルに印加される電圧波形３００であり、数フレーム間液晶パネル全面に黒表示される場合
の電圧を示している。図１７（ｆ）は、画素Ｐｍ１の輝度波形３１０を示す。
【００１１】
信号側駆動手段１１０からは、Ｘ１ラインの信号電極１１１～Ｘｉラインの信号電極１１
２を介して、水平同期信号２００に同期して、図１７（ｂ）に示すようなデータ信号電圧
波形２１０が出力される。なお、データ信号電圧波形２１０は、データ信号基準電圧２１
１に対して極性が１Ｈ周期で反転し、かつ、ＤＣ印加を防止するため垂直同期信号２３０
に同期してフレーム毎に極性が反転する。このようなデータ信号は、各走査線毎にＴＦＴ
１２０・・・１４０、ＴＦＴ１３０・・・１５０のソース側に印加される。
【００１２】
一方、それらのタイミングに同期して、走査側駆動手段１００からは、Ｙ１ラインの走査
電極１０１～Ｙｊラインの走査電極１０２を介して、ＴＦＴ１２０・・・１４０、ＴＦＴ
１３０・・・１５０のゲート側に、走査信号が順次に出力される。
【００１３】
具体的に説明すると、最初の走査電極１０１の選択時には、ＴＦＴ１２０・・・１４０が
オンし、ソース側からの電圧供給がドレイン側の画素電極を介して各画素の液晶セル１２
１・・・１４１及び蓄積容量１２２・・・１４２に対して行われる。また、最後の走査線
電極１０２の選択時には、ＴＦＴ１３０・・・１５０がオンし、ソース側からの電圧供給
がドレイン側の画素電極を介して各画素の液晶セル１３１・・・１５１及び蓄積容量１３
２・・・１５２に対して行われる。
【００１４】
この際、各画素の液晶セル１２１、１４１、１３１、１５１及び蓄積容量１２２、１４２
、１３２、１５２の他方に接続されている共通電極１６１に対して、図１７（ｃ）に示す
ような共通信号電圧波形２２０が供給される。なお、この共通信号電圧波形２２０は、水
平同期信号２００に同期して共通信号基準電圧２２１に対して対称に電圧が変化し、且つ
、ＤＣ印加を防止するため垂直同期信号２３０に同期してフレーム毎に極性が反転する。
【００１５】
以上の動作を繰り返し行うことにより、各画素の液晶セルに電圧が印加され、データ信号
による画像表示が行われる。
【００１６】
なお、これらを駆動する電圧は、電源部４００から発生される。電源部４００は、走査側
駆動手段１００を駆動するための電圧４０１（ＧＶＤＤ）と、信号側駆動手段１１０を駆
動するための電圧４０２（ＳＶＤＤ）と、共通側駆動手段１６０を駆動するための電圧４
０３（ＣＶＤＤ）と、走査側駆動手段１００を通してＴＦＴをオンするための電圧４０４
（ＶＧＨ）と、走査側駆動手段１００を通してＴＦＴをオフするための電圧４０５（ＶＧ
Ｌ）と、信号側駆動手段１１０を通してデータ信号に応じた書き込み電位を作り出すため
の基準電圧４０６（ＡＶＤＤ）と、共通側駆動手段１６０を通して共通電極１６１に印加
される共通信号電圧４０７（ＶＣＯＭ）とを供給している。電源部４００は、電圧供給停
止信号５０１により上記各電圧供給を任意に、または一斉に停止する機能を有している。
なお、書き込み禁止信号５０２（ＯＥＶ）は、全ＴＦＴをオフする信号である。
【００１７】
従来のＴＦＴ液晶では、透過型ＴＦＴ液晶が大半を占めていた。透過型ＴＦＴ液晶の場合
、バックライトを先に消してしまえば、液晶駆動用の全電圧供給を停止した際に現れる画
面の乱れは、見えなかった。従って、全電圧供給停止時には、ＴＦＴのゲートをオンする
などして、画素にたまった電荷を素早く引き抜く方法を用い、液晶に長時間直流電圧がか
かることによる焼付き等に起因する劣化を防げば十分であった。
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【００１８】
【発明が解決しようとする課題】
ところで、近年、屋外で使用する機会の多い携帯端末などでは、屋外視認性と低消費電力
の観点から、反射型ＴＦＴ液晶が多く使われるようになってきた。
【００１９】
しかしながら、反射型ＴＦＴの場合、光源を外光に頼るので、先に光源を消すことが出来
ない。そのため、全電圧供給停止時の画面の乱れが全て見えてしまうという課題があった
。
【００２０】
　本発明は、上記従来のこのような課題を考慮し、電圧供給停止時における画面の乱れを
抑制することができる液晶表示装置、および液晶表示装置の電圧供給停止方法を提供する
ことを目的とする。
【００２１】
【課題を解決するための手段】
　第１の本発明は、複数の、画素電極と共通電極との間に挟持される液晶セルがマトリク
ス状に配置された液晶表示装置であって、
　前記画素電極にスイッチ手段を介してデータ信号を供給する信号側駆動手段と、
　前記スイッチ手段に前記スイッチ手段のオン・オフを制御するためのゲート信号を供給
する走査側駆動手段と、
　前記共通電極に共通電圧を供給する共通側駆動手段と、
　前記信号側駆動手段、前記走査側駆動手段、および前記共通側駆動手段に動作用の電圧
をそれぞれ供給する電源部と、
を備え、
　前記電源部からは、書き込み電圧が前記信号側駆動手段に供給され、駆動電圧が前記走
査側駆動手段に供給され、共通信号電圧が前記共通側駆動手段に供給され、
　前記走査側駆動手段には、全ての前記スイッチ手段をオフするための書き込み禁止信号
が供給され、
　前記書き込み電圧の供給、前記スイッチ手段をオフするための前記駆動電圧の供給、お
よび前記共通信号電圧の供給は、前記書き込み禁止信号が供給された後に停止され、
　前記スイッチ手段は、前記書き込み電圧、および前記共通信号電圧が所定のレベルに立
ち下がるまではオフであるように保持される、ことを特徴とする液晶表示装置である。
　第２の本発明は、前記書き込み禁止信号の供給は、液晶印加電圧が最も低い前記データ
信号による書き込みが全ての前記液晶セルに対して行われた後に行われる、ことを特徴と
する第１の本発明の液晶表示装置である。
　第３の本発明は、前記スイッチ手段をオフするための前記駆動電圧の供給は、前記書き
込み電圧、および前記共通信号電圧が所定のレベルに立ち下がった後に停止される、こと
を特徴とする第１または第２の本発明の液晶表示装置である。
　第４の本発明は、前記スイッチ手段をオフするための前記駆動電圧の供給が行われる経
路と、定電位点と、の間には、コンデンサが接続され、
　前記スイッチ手段をオフするための前記駆動電圧は、前記コンデンサを利用して漸減さ
れる、ことを特徴とする第１乃至第３のいずれかの本発明の液晶表示装置である。
　第５の本発明は、前記書き込み電圧の供給が行われる第一の経路と、前記共通信号電圧
の供給が行われる第二の経路と、には、放電手段がそれぞれ設けられ、
　前記第一の経路の残存電位、および前記第二の経路の残存電位は、前記書き込み電圧の
供給、前記スイッチ手段をオフするための前記駆動電圧の供給、および前記共通信号電圧
の供給が停止される際に、前記放電手段を駆動することによって強制的に放電される、こ
とを特徴とする第１乃至第４のいずれかの本発明の液晶表示装置である。
　第６の本発明は、前記書き込み電圧の供給が行われる第一の経路と、前記共通信号電圧
の供給が行われる第二の経路と、の間には、接続手段が設けられ、
　前記第一の経路と前記第二の経路との間の電位は、前記書き込み電圧の供給、前記スイ
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ッチ手段をオフするための前記駆動電圧の供給、および前記共通信号電圧の供給が停止さ
れる際に、前記接続手段を駆動することによって同電位とされる、ことを特徴とする第１
乃至４のいずれかの本発明の液晶表示装置である。
　第７の本発明は、複数の、画素電極と共通電極との間に挟持される液晶セルがマトリク
ス状に配置された液晶表示装置の電圧供給停止方法であって、
　前記液晶表示装置は、前記画素電極にスイッチ手段を介してデータ信号を供給する信号
側駆動手段と、前記スイッチ手段に前記スイッチ手段のオン・オフを制御するためのゲー
ト信号を供給する走査側駆動手段と、前記共通電極に共通電圧を供給する共通側駆動手段
と、前記信号側駆動手段、前記走査側駆動手段、および前記共通側駆動手段に動作用の電
圧をそれぞれ供給する電源部と、を備え、
　前記電源部から、書き込み電圧を前記信号側駆動手段に供給し、駆動電圧を前記走査側
駆動手段に供給し、共通信号電圧を前記共通側駆動手段に供給し、
　前記走査側駆動手段に、全ての前記スイッチ手段をオフするための書き込み禁止信号を
供給し、
　前記書き込み電圧の供給、前記スイッチ手段をオフするための前記駆動電圧の供給、お
よび前記共通信号電圧の供給を、前記書き込み禁止信号を供給した後に停止し、
　前記スイッチ手段を、前記書き込み電圧、および前記共通信号電圧が所定のレベルに立
ち下がるまではオフであるように保持する、ことを特徴とする液晶表示装置の電圧供給停
止方法である。
　第８の本発明は、前記書き込み禁止信号の供給を、液晶印加電圧が最も低い前記データ
信号による書き込みを全ての前記液晶セルに対して行った後に行う、ことを特徴とする第
７の本発明の液晶表示装置の電圧供給停止方法である。
【００３５】
【発明の実施の形態】
以下では、本発明にかかる実施の形態について、図面を参照しつつ説明を行う。
【００３６】
（実施の形態１）
はじめに、図１を参照しながら、電圧供給停止時における前述のような画面の乱れが発生
する原因を分析し、つぎに、本実施の形態における液晶表示装置の電圧供給停止方法につ
いて、図２、３を用いて説明する。なお、図１は、黒沈みを伴う、電圧供給停止時の各電
圧波形の説明図である。また、図２は、本実施の形態における電圧供給停止時の各電圧波
形の説明図であり、図３は、本実施の形態における電圧供給停止方法を説明するためのフ
ローチャートである。
【００３７】
説明の簡略化のため、以降は、ノーマリーホワイト（ＮＷ）モード液晶を例に説明してい
くが、ＮＷモードとは、電圧無印加時に白となるように光学特性を合わせた液晶である。
なお、ノーマリーブラック（ＮＢ）の場合、電圧無印加時に黒になる。
【００３８】
全電圧供給を一斉に停止した場合、書き込み作業が行われつつ電圧が低下していくため、
画面の乱れを伴う。また、各画素に書き込まれた電圧値によって、電荷の抜ける時間が異
なることによっても、画面の乱れを伴う。
【００３９】
そこで、全画面に液晶印加電圧が一番低いデータ信号による全面への白書き込み（ＮＢの
場合黒書き込み）を行ってから全電圧供給を停止することにより、画面の乱れをなくすこ
とを考えた。しかし、この場合も、白書き込みの動作が続いているなかで全電圧供給が停
止されるため、停止の瞬間に横筋が入る現象がみられた。
【００４０】
そこで、全面白書き込みした後に、書き込み禁止信号５０２（ＯＥＶ）を立ててから、全
電圧供給を停止した。しかし、今度は、画面全体若しくは一部が一瞬黒沈み（ＮＢの場合
白浮き）する現象が現われた。
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【００４１】
　なお、全面白書き込みを行うための液晶印加電圧が一番低いデータ信号は、停止データ
信号の一例であり、書き込み禁止信号を立てることは、スイッチ手段のオン・オフ状態の
切り替えの一例である。
【００４２】
さて、黒沈みするということは書き込みを禁止しているにも関わらず、なんらかの形で液
晶に電圧が印加されているということである。
【００４３】
このときの各電圧波形は図１に示されており、電圧１５（ＶＧＬ）がＴＦＴのオフ特性を
維持出来ない電位になった時点でも、電圧１６（ＡＶＤＤ）と電圧１７（ＶＣＯＭ）とが
残っていることがわかる。
【００４４】
本発明者は、このような黒沈みの発生のメカニズムを、つぎのように解析した。すなわち
、書き込み禁止信号５０２（ＯＥＶ）によって、全ＴＦＴはオフされている。このとき、
ＴＦＴのゲート電位は、電圧１５（ＶＧＬ）になっている。しかし、電圧供給が停止され
、電圧１５（ＶＧＬ）がＧＮＤに近づくにつれ、ＴＦＴのオフ特性が悪くなっていく。そ
のとき、ソースに残った電圧が漏れて液晶に印加されてしまい、前述の黒沈みが発生して
しまう。
【００４５】
　そして、本発明者は、この解析に基づき、つぎの着想を得た。すなわち、電圧１５（Ｖ
ＧＬ）がＴＦＴのオフ特性を保持出来る電位にある間に、液晶に電圧がかからない状態に
なっていれば黒沈みは起こらない。なお、スイッチ手段のオフ状態が実質上保持されるよ
うな制御とは、一例として、薄膜トランジスタのオフ特性を制御することである。
【００４６】
たとえば、図２に示すように、液晶に電圧がかからない状態、つまり電圧１６（ＡＶＤＤ
）と１７（ＶＣＯＭ）が十分に立ち下がった状態の後に、電圧１５（ＶＧＬ）の供給停止
をすると、黒沈みなく全電圧供給停止が可能となる。
【００４７】
なお、このときの全電圧供給停止のフローチャートは、図３に示されている。すなわち、
全面白書き込みを行い（Ｓ１）、書き込み禁止信号（ＯＥＶ）を立てる（Ｓ２）。そして
、ＡＶＤＤ、ＶＣＯＭ、ＶＧＨの供給を停止し（Ｓ３）、ＡＶＤＤ、ＶＣＯＭが十分に下
がってから、ＶＧＬの供給を停止し（Ｓ４）、ＧＶＤＤ、ＳＶＤＤ、ＣＶＤＤの供給をも
停止する（Ｓ５）。
【００４８】
（実施の形態２）
はじめに、図４を参照しながら、本実施の形態の液晶表示装置の構成について説明する。
なお、図４は、本実施の形態の液晶表示装置のブロック図である。
【００４９】
　本実施の形態の液晶表示装置は、従来の液晶表示装置（図１６参照）とほぼ同様の構成
を有しているが、電圧４０５（ＶＧＬ）とＧＮＤ間にコンデンサ２０が配設されている点
を特徴としている。なお、薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）は、スイッチ手段の一例である。
また、信号側駆動手段１１０は、停止データ信号書き込み手段の一例である。
【００５０】
つぎに、図４～６を参照しながら、電圧供給停止時の、本実施の形態における液晶表示装
置の動作について説明する。なお、電圧供給停止時の、本実施の形態の液晶表示装置の動
作を説明すると同時に、本発明の液晶表示装置の電圧供給停止方法の一実施の形態につい
ても述べる。ここに、図５は、本実施の形態における電圧供給停止時の各電圧波形の説明
図であり、図６は、本実施の形態における電圧供給停止方法を説明するためのフローチャ
ートである。
【００５１】
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　上述の本実施の形態１で述べたように、電圧１５（ＶＧＬ）がＴＦＴのオフ特性を保持
出来る電位にある間に、液晶に電圧がかからない状態になっていれば、黒沈みは起こらな
い。前述された本実施の形態では、電圧１５（ＶＧＬ）の供給停止のタイミングを遅らせ
ることによってこの条件を満足させたが、図４に示す電圧４０５（ＶＧＬ）とＧＮＤ間に
配設したコンデンサ２０の容量を、図５に示すように、電圧１６（ＡＶＤＤ）と電圧１７
（ＶＣＯＭ）が十分に下がるまで電圧１５（ＶＧＬ）の電位を保持するように調整しても
よい。このようにすれば、電圧１４（ＶＧＨ）、電圧１５（ＶＧＬ）、電圧１６（ＡＶＤ
Ｄ）、電圧１７（ＶＣＯＭ）を同時に供給停止した場合も、黒沈みなく全電圧供給を停止
することが出来る。
【００５２】
なお、このときの全電圧供給停止のフローチャートは、図６に示されている。すなわち、
全面白書き込みを行い（Ｓ１）、書き込み禁止信号（ＯＥＶ）を立てる（Ｓ２）。そして
、ＡＶＤＤ、ＶＣＯＭ、ＶＧＨ、およびＶＧＬの供給を停止し（Ｓ３）、ＧＶＤＤ、ＳＶ
ＤＤ、ＣＶＤＤの供給をも停止する（Ｓ４）。
【００５３】
（実施の形態３）
はじめに、図７を参照しながら、本実施の形態の液晶表示装置の構成について説明する。
なお、図７は、本実施の形態の液晶表示装置のブロック図である。
【００５４】
本実施の形態の液晶表示装置は、上述された本実施の形態の液晶表示装置（図４参照）と
ほぼ同様の構成を有しているが、電圧４０６（ＡＶＤＤ）と電圧４０７（ＶＣＯＭ）に、
放電手段４０、４１が夫々配設されている点を特徴としている。なお、放電手段駆動信号
４２、４３は、放電手段４０、４１を夫々動作／停止する信号である。
【００５５】
つぎに、図７～９を参照しながら、電圧供給停止時の、本実施の形態における液晶表示装
置の動作について説明する。なお、電圧供給停止時の、本実施の形態の液晶表示装置の動
作を説明すると同時に、本発明の液晶表示装置の電圧供給停止方法の一実施の形態につい
ても述べる。ここに、図８は、本実施の形態における電圧供給停止時の各電圧波形の説明
図であり、図９は、本実施の形態における電圧供給停止方法を説明するためのフローチャ
ートである。
【００５６】
図７に示す放電手段４０、４１を用いることによって、信号側駆動手段１１０、共通側駆
動手段１６０の放電特性のバラツキに依存しない最長放電時間が決定できる。
【００５７】
そして、図８に実線で示すように、放電手段４０、４１を用いることによって精度よく決
定された電圧１６（ＡＶＤＤ）と電圧１７（ＶＣＯＭ）の最長放電時間より長く、電圧１
５（ＶＧＬ）がＴＦＴのオフ特性を保持出来る電圧を保つように、コンデンサ２０の容量
を調整する。かくして、より確実に黒沈みのない全電圧供給停止が可能となる。
【００５８】
なお、このときの全電圧供給停止のフローチャートは、図９に示されている。すなわち、
全面白書き込みを行い（Ｓ１）、書き込み禁止信号（ＯＥＶ）を立てる（Ｓ２）。そして
、ＡＶＤＤおよびＶＣＯＭを放電するための放電手段を動作させながら（Ｓ３）、ＡＶＤ
Ｄ、ＶＣＯＭ、ＶＧＨ、およびＶＧＬの供給を停止し（Ｓ４）、ＧＶＤＤ、ＳＶＤＤ、Ｃ
ＶＤＤの供給をも停止する（Ｓ５）。
【００５９】
（実施の形態４）
はじめに、図１０を参照しながら、本実施の形態の液晶表示装置の構成について説明する
。なお、図１０は、本実施の形態の液晶表示装置のブロック図である。
【００６０】
本実施の形態の液晶表示装置は、従来の液晶表示装置（図１６参照）とほぼ同様の構成を
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有しているが、電圧４０６（ＡＶＤＤ）と電圧４０７（ＶＣＯＭ）の間に、接続手段６０
が配設されている点を特徴としている。なお、接続手段駆動信号６１は接続手段６０を動
作／停止するための信号である。
【００６１】
つぎに、図１０～１２を参照しながら、電圧供給停止時の、本実施の形態における液晶表
示装置の動作について説明する。なお、電圧供給停止時の、本実施の形態の液晶表示装置
の動作を説明すると同時に、本発明の液晶表示装置の電圧供給停止方法の一実施の形態に
ついても述べる。ここに、図１１は、本実施の形態における電圧供給停止時の各電圧波形
の説明図であり、図１２は、本実施の形態における電圧供給停止方法を説明するためのフ
ローチャートである。
【００６２】
上述の本実施の形態１で述べたように、電圧１５（ＶＧＬ）がＴＦＴのオフ特性を保持出
来る電位にある間に、液晶に電圧がかからない状態になっていれば黒沈みは起こらない。
【００６３】
前述の本実施の形態では、電圧１６（ＡＶＤＤ）と電圧１７（ＶＣＯＭ）が十分に立ち下
がった後に電圧１５（ＶＧＬ）を立ち下げたが、液晶に電圧のかからない状態とは、すな
わち電圧１６（ＡＶＤＤ）と電圧１７（ＶＣＯＭ）とが等しい状態である。
【００６４】
したがって、図１０に示す接続手段６０を用いて、図１１に示すように、電圧１６（ＡＶ
ＤＤ）と電圧１７（ＶＣＯＭ）を両電圧供給停止と同時に接続すれば、電圧１６（ＡＶＤ
Ｄ）と電圧１７（ＶＣＯＭ）が同電位になった時点で液晶に電圧がかかることはなくなる
。その後、電圧１５（ＶＧＬ）の電圧供給を停止すれば、黒沈み無く全電圧供給を停止す
ることが出来る。
【００６５】
なお、このときの全電圧供給停止のフローチャートは、図１２に示されている。すなわち
、全面白書き込みを行い（Ｓ１）、書き込み禁止信号（ＯＥＶ）を立てる（Ｓ２）。そし
て、ＡＶＤＤとＶＣＯＭとを接続するための接続手段を動作させながら（Ｓ３）、ＡＶＤ
Ｄ、ＶＣＯＭ、ＶＧＨの供給を停止する（Ｓ４）。ＡＶＤＤとＶＣＯＭとが一致した後に
、ＶＧＬの供給を停止し（Ｓ５）、最後にＧＶＤＤ、ＳＶＤＤ、ＣＶＤＤの供給をも停止
する（Ｓ６）。
【００６６】
（実施の形態５）
はじめに、図１３を参照しながら、本実施の形態の液晶表示装置の構成について説明する
。なお、図１３は、本実施の形態の液晶表示装置のブロック図である。
【００６７】
本実施の形態の液晶表示装置は、上述された本実施の形態の液晶表示装置（図１０参照）
とほぼ同様の構成を有しているが、電圧４０５（ＶＧＬ）とＧＮＤ間に、コンデンサ８０
が配設されている点を特徴としている。
【００６８】
つぎに、図１３～１５を参照しながら、電圧供給停止時の、本実施の形態における液晶表
示装置の動作について説明する。なお、電圧供給停止時の、本実施の形態の液晶表示装置
の動作を説明すると同時に、本発明の液晶表示装置の電圧供給停止方法の一実施の形態に
ついても述べる。ここに、図１４は、本実施の形態における電圧供給停止時の各電圧波形
の説明図であり、図１５は、本実施の形態における電圧供給停止方法を説明するためのフ
ローチャートである。
【００６９】
上述された本実施の形態４では、接続手段６０を用いて電圧１６（ＡＶＤＤ）と電圧１７
（ＶＣＯＭ）とを等しくした後、電圧１５（ＶＧＬ）の電圧供給を停止した。
【００７０】
　本実施の形態では、さらに、図１３に示す電圧１５（ＶＧＬ）とＧＮＤ間に配設したコ
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ンデンサ８０の容量を、図１４に示すように、電圧１６（ＡＶＤＤ）と電圧１７（ＶＣＯ
Ｍ）が同電位になるまで電圧１５（ＶＧＬ）の電位を保持するように調整しておく。する
と、電圧１４（ＶＧＨ）、電圧１５（ＶＧＬ）、電圧１６（ＡＶＤＤ）、電圧１７（ＶＣ
ＯＭ）を同時に供給停止した場合にも、黒沈みなく全電圧供給を停止することが出来る。
【００７１】
なお、このときの全電圧供給停止のフローチャートは、図１５に示されている。すなわち
、全面白書き込みを行い（Ｓ１）、書き込み禁止信号（ＯＥＶ）を立てる（Ｓ２）。そし
て、ＡＶＤＤとＶＣＯＭとを接続するための接続手段を動作させながら（Ｓ３）、ＡＶＤ
Ｄ、ＶＣＯＭ、ＶＧＨ、およびＶＧＬの供給を停止し（Ｓ４）、ＧＶＤＤ、ＳＶＤＤ、Ｃ
ＶＤＤの供給をも停止する（Ｓ５）。
【００７２】
以上述べたところから明らかなように、本発明は、たとえば、各画素位置に対応してマト
リクス状に配置された複数の走査電極及び複数の信号電極と、各画素位置に配設され、前
記各走査電極及び前記各信号電極に第１及び第２の制御入力端が夫々接続される複数の薄
膜トランジスタ（ＴＦＴ）と、各画素位置に配設され、前記各薄膜トランジスタの制御出
力端に接続された画素電極及び蓄積容量と、前記画素電極と前記画素電極に対向する共通
電極との間に狭持された液晶セルと、前記走査電極を介して前記薄膜トランジスタの第１
の制御入力端に走査信号を出力する走査側駆動手段と、前記信号電極を介して前記薄膜ト
ランジスタの第２の制御入力端にデータ信号を出力する信号側駆動手段と、前記共通電極
に前記データ信号に対応した共通信号を出力する共通側駆動手段とを具備し、前記走査側
駆動手段を駆動するための電圧ＧＶＤＤと、前記信号側駆動手段を駆動するための電圧Ｓ
ＶＤＤと、前記共通側駆動手段を駆動するための電圧ＣＶＤＤと、前記走査側駆動手段を
通して、前記薄膜トランジスタの第１の制御入力端に印加される薄膜トランジスタをオン
するための電圧ＶＧＨと、前記走査側駆動手段を通して、前記薄膜トランジスタの第１の
制御入力端に印加される薄膜トランジスタをオフするための電圧ＶＧＬと、前記信号側駆
動手段を通して、前記薄膜トランジスタの第２の制御入力端に印加されるデータ信号に応
じた書き込み電圧を作るための基準電圧ＡＶＤＤと、前記共通側駆動手段を通して、前記
共通電極に印加される、共通信号電圧ＶＣＯＭと、を供給しており、且つ、各電圧に対応
した電圧供給停止信号によって、各電圧供給を任意にまたは一斉に停止する機能を有した
電源部を具備した、液晶表示装置において、全電圧供給停止の際、第１番目に、液晶印加
電圧が一番低いデータ信号を全画素に書き込み、第２番目に、全薄膜トランジスタをオフ
状態にする信号（ＯＥＶ）を走査側駆動手段に与え、第３番目に、ＡＶＤＤ、ＶＣＯＭ、
ＶＧＨの電圧供給を停止し、第４番目に、ＡＶＤＤとＶＣＯＭが十分に立ち下がってから
ＶＧＬの電圧供給を停止し、第５番目に、ＧＶＤＤ、ＳＶＤＤ、ＣＶＤＤの電圧供給を停
止することを特徴とする。
【００７３】
また、本発明は、たとえば、上述の液晶表示装置において、さらにＶＧＬとＧＮＤ間にコ
ンデンサを配設した液晶表示装置であることを特徴とする。
【００７４】
また、本発明は、たとえば、上述の液晶表示装置において、ＶＧＬとＧＮＤ間に配設した
コンデンサは、ＡＶＤＤとＶＣＯＭが十分に立ち下がるまで、ＶＧＬが十分な電圧を維持
するように容量調整されており、ＶＧＬをＡＶＤＤ、ＶＣＯＭ、ＶＧＨと同じ第３番目に
電圧供給停止した場合にも、ＶＧＬの残電圧により擬似的にＶＧＬが第４番目に電圧供給
停止される状態を作り出し、第１番目に、液晶印加電圧が一番低いデータ信号を全画素に
書き込み、第２番目に、全薄膜トランジスタをオフ状態にする信号（ＯＥＶ）を走査側駆
動手段に与え、第３番目に、ＡＶＤＤ、ＶＣＯＭ、ＶＧＨ、ＶＧＬの電圧供給を停止し、
第４番目に、ＧＶＤＤ、ＳＶＤＤ、ＣＶＤＤの電圧供給を停止することを特徴とする。
【００７５】
また、本発明は、たとえば、上述の液晶表示装置において、さらにＡＶＤＤとＶＣＯＭに
夫々、放電手段駆動信号を受け動作する放電手段を配設した液晶表示装置であることを特
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徴とする。
【００７６】
　また、本発明は、たとえば、上述の液晶表示装置において、ＡＶＤＤとＶＣＯＭに配設
された放電手段を、ＡＶＤＤとＡＣＯＭの電圧供給停止と同時に動作させ、ＡＶＤＤとＶ
ＣＯＭをＶＧＬの立ち下がりに対して十分速く立ち下がるように強制し、その間ＶＧＬが
十分な電圧を維持するようにコンデンサの容量を調節し、ＶＧＬをＡＶＤＤ、ＶＣＯＭ、
ＶＧＨと同じ第３番目に電圧供給停止した場合にも、ＶＧＬの残電圧により擬似的にＶＧ
Ｌが第４番目に電圧供給停止される状態を確実に作り出し、第１番目に、液晶印加電圧が
一番低いデータ信号を全画素に書き込み、第２番目に、全薄膜トランジスタをオフ状態に
する信号（ＯＥＶ）を走査側駆動手段に与え、第３番目に、ＡＶＤＤ、ＶＣＯＭ、ＶＧＨ
、ＶＧＬの電圧供給を停止すると同時に、ＡＶＤＤとＶＣＯＭに配設された放電手段を夫
々動作させ、第４番目に、ＧＶＤＤ、ＳＶＤＤ、ＣＶＤＤの電圧供給を停止することを特
徴とする。
【００７７】
また、本発明は、たとえば、上述の液晶表示装置において、さらにＡＶＤＤとＶＣＯＭ間
に、接続手段駆動信号を受けＡＶＤＤとＶＣＯＭを接続する接続手段を配設した液晶表示
装置であることを特徴とする。
【００７８】
また、本発明は、たとえば、上述の液晶表示装置において、全電圧供給停止の際、第１番
目に、液晶印加電圧が一番低い階調を全画面に書き込み、第２番目に、全薄膜トランジス
タをオフ状態にする信号（ＯＥＶ）を走査側駆動手段に与え、第３番目に、ＡＶＤＤ、Ｖ
ＣＯＭ、ＶＧＨの電圧供給を停止すると同時に、ＡＶＤＤとＶＣＯＭ間に配設された接続
手段を動作し、第４番目に、ＡＶＤＤとＶＣＯＭが同電位になった後にＶＧＬの電圧供給
を停止し、第５番目に、ＧＶＤＤ、ＳＶＤＤ、ＣＶＤＤの電圧供給を停止することを特徴
とする。
【００７９】
また、本発明は、たとえば、上述の液晶表示装置において、さらにＶＧＬとＧＮＤ間にコ
ンデンサを配した液晶表示装置であることを特徴とする。
【００８０】
また、本発明は、たとえば、上述の液晶表示装置において、ＶＧＬとＧＮＤ間に配設した
コンデンサは、ＡＶＤＤとＶＣＯＭが同電位になるまで、ＶＧＬが十分な電圧を維持する
ように容量調整されており、ＶＧＬをＡＶＤＤ、ＶＣＯＭ、ＶＧＨと同じ第３番目に電圧
供給停止した場合にも、ＶＧＬの残電圧により擬似的にＶＧＬが第４番目に電圧供給停止
される状態を作り出し、第１番目に、液晶印加電圧が一番低い階調を全画面に書き込み、
第２番目に、全薄膜トランジスタをオフ状態にする信号（ＯＥＶ）を走査側駆動手段に与
え、第３番目に、ＡＶＤＤ、ＶＣＯＭ、ＶＧＨ、ＶＧＬの電圧供給を停止すると同時に、
ＡＶＤＤとＶＣＯＭ間に配設された接続手段を動作し、第４番目に、ＧＶＤＤ、ＳＶＤＤ
、ＣＶＤＤの電圧供給を停止することを特徴とする。
【００８１】
　なお、液晶表示装置の電圧供給停止方法とは、上述した本実施の形態では、（ａ）全面
白書き込みを行い、（ｂ）書き込み禁止信号を立て、（ｃ）薄膜トランジスタのオフ特性
を制御することであった。しかし、液晶表示装置の電圧供給停止方法は、これに限らず、
たとえば、（１）全面白書き込みのみを行うことであってもよいし、（２）全面白書き込
みを行ってから、書き込み禁止信号を立てるだけであってもよいし、（３）全面白書き込
みなどは行わずに薄膜トランジスタのオフ特性を制御することであってもよい。
【００８２】
ただし、前述したように、（１）全面白書き込みのみを行うだけでは、電圧供給停止の瞬
間に横筋が入ってしまうし、（２）全面白書き込みを行ってから書き込み禁止信号を立て
るだけでは、いわゆる黒沈みなどが発生してしまう。したがって、電圧供給停止時におけ
る画面の乱れを十分に抑制することはできるとはいいがたい。また、（３）全面白書き込
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みなどは行わずに薄膜トランジスタのオフ特性を制御するだけでは、液晶セルへの電圧印
加が残存してしまう可能性があるため、画面の乱れを十分に抑制することは困難である。
結局、（ａ）全面白書き込みを行うことによって、液晶セルの両端の電位差をゼロにし、
（ｂ）書き込み禁止信号を立てることによって、薄膜トランジスタをオフにし、（ｃ）液
晶セルの両端の電位差が実質上ゼロになるまでは薄膜トランジスタのオフ特性が十分に発
揮されるような制御を行うことによって、液晶セルへの電圧印加を防止することで、極め
て効果的に画面の乱れを抑制することが可能となる。
【００８３】
　また、液晶表示装置は、上述した本実施の形態５では、コンデンサと接続手段をともに
備えていた。しかし、これに限らず、液晶表示装置は、コンデンサと放電手段をともに備
えていてもよい。たとえば図４に示すように、電圧４０５（ＶＧＬ）とＧＮＤ間に適切な
容量を有するコンデンサ２０を配設することにより、電圧１５（ＶＧＬ）を薄膜トランジ
スタのオフ特性が十分に発揮されるような電位に保持することができるからである。なお
、液晶表示装置は、接続手段と放電手段をともに備えていてもよいが、これらが並存する
ことによる効果はあまりない。
【００８４】
　また、スイッチ手段のオン・オフ状態の切り替えは、上述した本実施の形態においては
、画素電極側への電圧の印加に対して行われた。しかし、スイッチ手段のオン・オフ状態
の切り替えは、これに限らず、たとえば共通電極側への電圧の印加に対して行われてもよ
く、要するに、画素電極側および／または共通電極側への電圧の印加に対して行われれば
よい。
【００８５】
　また、実質上オン状態では液晶セルの両端に印加されるはずの電位差とは、たとえば前
述された本実施の形態１においては、ＶＧＬ１５がオフ特性を保てなくなった状態でのＡ
ＶＤＤ１６とＶＣＯＭ１７との電位差（図１参照）であった。しかし、これに限らず、実
質上オン状態では液晶セルの両端に印加されるはずの電位差とは、要するに、スイッチ手
段がオフ状態を完全に維持できなくなってしまった状態での画素電極側と共通電極側との
電位差のことである。
【００８６】
　また、上述した本発明または本発明に関連する発明の液晶表示装置、および情報処理装
置の全部または一部の手段の全部または一部の機能をコンピュータにより実行させるため
のプログラムおよび／またはデータを担持した媒体であり、コンピュータにより読み取り
可能、かつ読み取られた前記プログラムおよび／またはデータが前記コンピュータと協動
して前記機能を実行する媒体は、本発明に関連する発明である。
【００８７】
　また、上述した本発明の液晶表示装置の電圧供給停止方法の全部または一部のステップ
の全部または一部の動作をコンピュータにより実行させるためのプログラムおよび／また
はデータを担持した媒体であり、コンピュータにより読み取り可能、かつ読み取られた前
記プログラムおよび／またはデータが前記コンピュータと協動して前記機能を実行する媒
体は、本発明に関連する発明である。
【００８８】
　また、上述した本発明または本発明に関連する発明の液晶表示装置、および情報処理装
置の全部または一部の手段の全部または一部の機能をコンピュータにより実行させるため
のプログラムおよび／またはデータを担持した情報集合体であり、コンピュータにより読
み取り可能、かつ読み取られた前記プログラムおよび／またはデータが前記コンピュータ
と協動して前記機能を実行する情報集合体は、本発明に関連する発明である。
【００８９】
　また、上述した本発明の液晶表示装置の電圧供給停止方法の全部または一部のステップ
の全部または一部の動作をコンピュータにより実行させるためのプログラムおよび／また
はデータを担持した情報集合体であり、コンピュータにより読み取り可能、かつ読み取ら
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れた前記プログラムおよび／またはデータが前記コンピュータと協動して前記機能を実行
する情報集合体は、本発明に関連する発明である。
【００９０】
データとは、データ構造、データフォーマット、データの種類などを含む。媒体とは、Ｒ
ＯＭ等の記録媒体、インターネット等の伝送媒体、光・電波・音波等の伝送媒体を含む。
担持した媒体とは、たとえば、プログラムおよび／またはデータを記録した記録媒体、や
プログラムおよび／またはデータを伝送する伝送媒体等を含む。コンピュータにより処理
可能とは、たとえば、ＲＯＭなどの記録媒体の場合であれば、コンピュータにより読みと
り可能であることであり、伝送媒体の場合であれば、伝送対象となるプログラムおよび／
またはデータが伝送の結果として、コンピュータにより取り扱えることであることを含む
。情報集合体とは、たとえば、プログラムおよび／またはデータ等のソフトウエアを含む
ものである。
【００９１】
なお、以上説明したように、本発明の構成は、ソフトウェア的に実現しても良いし、ハー
ドウェア的に実現しても良い。
【００９２】
このように、本発明によれば、従来のＴＦＴ型液晶表示装置の構成を変更することなく、
若しくはほとんど変更することなく、画面の乱れを抑制しつつ全電圧供給を停止すること
が出来る。
【００９３】
【発明の効果】
　以上の説明から明らかなように、本発明は、電圧供給停止時における画面の乱れを抑制
することができる液晶表示装置、および液晶表示装置の電圧供給停止方法を提供すること
ができるという長所を有する。
【図面の簡単な説明】
【図１】黒沈みを伴う、電圧供給停止時の各電圧波形の説明図
【図２】本発明の実施の形態１における電圧供給停止時の各電圧波形の説明図
【図３】本発明の実施の形態１における電圧供給停止方法を説明するためのフローチャー
ト
【図４】本発明の実施の形態２におけるコンデンサを配設した液晶表示装置のブロック図
【図５】本発明の実施の形態２における電圧供給停止時の各電圧波形の説明図
【図６】本発明の実施の形態２における電圧供給停止方法を説明するためのフローチャー
ト
【図７】本発明の実施の形態３における放電手段とコンデンサとを配設した液晶表示装置
のブロック図
【図８】本発明の実施の形態３における電圧供給停止時の各電圧波形の説明図
【図９】本発明の実施の形態３における電圧供給停止方法を説明するためのフローチャー
ト
【図１０】本発明の実施の形態４における接続手段を配設した液晶表示装置のブロック図
【図１１】本発明の実施の形態４における電圧供給停止時の各電圧波形の説明図
【図１２】本発明の実施の形態４における電圧供給停止方法を説明するためのフローチャ
ート
【図１３】本発明の実施の形態５における接続手段とコンデンサとを配設した液晶表示装
置のブロック図
【図１４】本発明の実施の形態５における電圧供給停止時の各電圧波形の説明図
【図１５】本発明の実施の形態５における電圧供給停止方法を説明するためのフローチャ
ート
【図１６】従来のアクティブマトリクス型液晶表示装置のブロック図
【図１７】従来のアクティブマトリクス型液晶表示装置の対向電極反転駆動時における、
水平同期信号２００のタイミングチャート（図１７（ａ））、データ信号電圧波形２１０
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のタイミングチャート（図１７（ｂ））、共通信号電圧波形２２０（図１７（ｃ））、垂
直同期信号２３０のタイミングチャート（図１７（ｄ））、電圧波形３００のタイミング
チャート（図１７（ｅ））、輝度波形３１０のタイミングチャート（図１７（ｆ））
【符号の説明】
１１　走査側駆動手段を駆動するための電圧ＧＶＤＤ波形
１２　信号側駆動手段を駆動するための電圧ＳＶＤＤ波形
１３　共通側駆動手段を駆動するための電圧ＣＶＤＤ波形
１４　薄膜トランジスタをオンするための電圧ＶＧＨ波形
１５　薄膜トランジスタをオフするための電圧ＶＧＬ波形
１６　データ信号に対応した書き込み電圧の基準電圧ＡＶＤＤ波形
１７　共通信号電圧ＶＣＯＭ波形
２０　本発明の実施の形態２におけるＶＧＬ－ＧＮＤ間コンデンサ
４０　本発明の実施の形態４におけるＡＶＤＤ放電手段
４１　本発明の実施の形態４におけるＶＣＯＭ放電手段
４２　本発明の実施の形態４におけるＡＶＤＤ放電手段駆動信号
４３　本発明の実施の形態４におけるＶＣＯＭ放電手段駆動信号
６０　本発明の実施の形態６におけるＡＶＤＤ－ＶＣＯＭ接続手段
６１　本発明の実施の形態６におけるＡＶＤＤ－ＶＣＯＭ接続手段駆動信号
８０　本発明の実施の形態８におけるＶＧＬ－ＧＮＤ間コンデンサ
１００　走査側駆動手段
１０１　Ｙ１ラインの走査電極
１０２　Ｙｊラインの走査電極
１１０　信号側駆動手段
１１１　Ｘ１ラインの信号電極
１１２　Ｘｊラインの信号電極
１２０　画素Ｐ１１の薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）
１２１　画素Ｐ１１の液晶セル
１２２　画素Ｐ１１の蓄積容量
１３０　画素Ｐ１ｊのＴＦＴ
１３１　画素Ｐ１ｊの液晶セル
１３２　画素Ｐ１ｊの蓄積容量
１４０　画素Ｐｉ１のＴＦＴ
１４１　画素Ｐｉ１の液晶セル
１４２　画素Ｐｉ１の蓄積容量
１５０　画素ＰｉｊのＴＦＴ
１５１　画素Ｐｉｊの液晶セル
１５２　画素Ｐｉｊの蓄積容量
１６０　共通側駆動手段
１６１　共通電極
２００　水平同期信号
２１０　データ信号電圧波形
２１１　データ信号電圧波形中心
２２０　共通信号電圧波形
２２１　共通信号電圧波形中心
２３０　垂直同期信号
３００　Ｐｍ１画素印加電圧波形
３１０　Ｐｍ１画素輝度波形
４００　電源部
４０１　走査側駆動手段を駆動するための電圧ＧＶＤＤ
４０２　信号側駆動手段を駆動するための電圧ＳＶＤＤ
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４０３　共通側駆動手段を駆動するための電圧ＣＶＤＤ
４０４　薄膜トランジスタをオンするための電圧ＶＧＨ
４０５　薄膜トランジスタをオフするための電圧ＶＧＬ
４０６　データ信号の液晶印加電圧変換のための基準電圧ＡＶＤＤ
４０７　共通信号電圧ＶＣＯＭ
５０１　電源部各出力電圧供給停止信号
５０２　全ＴＦＴオフ（書き込み禁止）信号

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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【図１５】 【図１６】

【図１７】
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